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第 7 章では、ダイヤモンド構造内に空気層を導入した面状導波路の作製を試みている。空気層の厚さを 13""'20mm 
の間で変化させた結果、 20mm の厚さの空気層のみバンドギャップ内で透過率が増大することを示している。中心周




















れていることも示している。電磁波透過測定の結果、ダイヤモンドサンプルはく 100>、く 110> 、 <111>のす














4) ダイヤモンド構造内に空気層を導入し面状導波路の作製を試みている。空気層の厚さを 13"-'20 mm の間で変
化させた結果、 20mm の厚さの空気層のみバンドギャップ内で透過率が増大することを明らかにしている。中心




大気中 1200"-'14000Cで 2 時間程度熱処理を加えると、目02/Si02 複合セラミックスのみから形成されるダイヤ
モンド構造を作製できることを明らかにしている。焼結体は約 57%程度の収縮率を伴いながら、ダイヤモンド構
造の形状を維持したまま焼結しており、より高誘電率を有する微細なダイヤモンド構造を作製できる可能性を明
らかにしている。
以上のように、本論文は EMC に対応した電磁波制御材料としてダイヤモンド型フォトニツク結晶を提案し、光造
形法を用いて高精度の 3 次元フォトニック結晶を作製することに成功している。そして、現在までほとんど未開発で
あったダイヤモンド型フォトニツク結晶に関して、電磁波特性に関する基礎的かつ系統的な知見を示している。又、
セラミック単体からなるダイヤモンド型フォトニツク結晶の作製にも成功しており、工学的な応用についても検討を
行っている。これらの研究成果は、現代社会における新たな環境問題で、ある電磁波問題に対して寄与するところが非
常に大きい。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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